
平成 26 年 10 月 28 日 
自主的安全性向上・技術・人材ワーキンググループ 

 自主的安全性向上をもたらす人材の育成について（福島事故からの学び） 

WG 委員 大場恭子 
 
１．福島第一原子力発電所の教訓はどこにあるか。私たちは学べているのか。 

 なぜ「東京にも大量の放射性物質が拡散する最悪のシナリオ（班目春樹／前

原子力安全委員会委員長）」は起きなかったのか 
 人の役割への再認識の必要性：人は「システムの安全性を脅かす要素」なの

か 
 

２．レジリエンスエンジニアリングとは 
 安全（物事が起こらない状態を守ること，加えて、時にその状態から逸脱す

る大きなストレスを受けても速やかに現状に復帰する）を目指す組織が，そ

のために必要な能力を醸成するためのツールを開発し，提供することを目的

とする 
 レジリエンスエンジニアリングと４つのコア能力 

Learning：学習する 
Responding：対処する 
Monitoring：測定する 
Anticipating：予見する 

 Responding の構造分析（背後要因） 
Technical Skill；技術的なスキル，知識など 
Non-technical Skill；CRM（Crew Resource Management）スキルなど 
Attitude；変動に前向きに挑む態度，使命感など 
Mental and Physical Health；心と体の健康など 
Environment；リソース、インフラ、放射線防護などの作業環境など 
 

３．Safety-Ⅱ実現に向けて 
 Safety-Ⅰ: 物事が望ましくない状態に陥ることを阻止することを目的

(Freedom from unacceptable risks)としている 
 Safety-Ⅱ：Safety-Ⅰを含有（前提と）した上で，「すべての物事が適正に進む」

状態。もしダメージを受けても，変化する状況の中で求められるパフォーマ

ンスを出来るだけ高い水準に保たれる状態を目指すことで安全を確保しよう

とする考え。この領域では，成功の可能性を高めるための学習が必要であり，

固有の特定できる要因によって結果が決まるとは考えない（成功と失敗の等

価性）。 
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